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新庁舎建設特別委員会の概要（第２５回） 

 

 

１ 日 時   第２５回 令和７年２月１２日（水）  

１５時３０分～１５時４８分 

 

２ 場 所   第１議会委員会室 

 

３ 出 席   全委員 

 

４ 内 容   １ 新庁舎候補地について 

        ２ その他 

 

 

執行部から新庁舎整備候補地はプラザちゅうたい単体建設に決定したとの、報告を

受けた。 

 

１ 新庁舎候補地について 

【主な説明内容】 

令和 4年の 3月に市民との合意形成が図られていないことを理由に新庁舎整備基本

計画案については白紙とし、令和 4年度になぜ合意形成が図れなかったのかについて

検証を進め、・プロセスが不透明 ・市民意見の聴取不足 ・情報発信の不足 ・情報提

供の不足が挙げられた。 

・プロセスが不透明：新庁舎整備ロードマップを策定し、広報みのかもや新庁舎整

備ポータルサイトにおいて常にプロセスを開示してきた。 

・市民意見の聴取不足：市民や議員の皆様との対話の機会を増やし、市民アンケー

トを実施するなど多くの意見を伺うことができた。 

・情報の発信不足：広報みのかもや新庁舎整備ポータルサイトで情報発信をすると

ともに、若い世代にも届くよう SNSの活用も積極的に行ってきた。 

・情報提供の不足：ワークショップやタウンミーティングにおいて候補地の情報提

供を行うなど透明性を堅持した提供も行ってきた。 

新庁舎建設特別委員会の開催、市職員のアンケートの実施も踏まえ、1月 21日、2

月 6日、2月 10日の 3 回にわたる総合政策会議において、整備地について議論をし、

議論の中で、新庁舎の整備に関すること、連動する政策や、県や国からの予算措置な

どの条件を整理し、総合政策会議の結果、最も整備地にふさわしいのはプラザちゅう

たい単体建設であると判断した。 
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・プラザちゅうたいについて 

都市計画公園である前平公園内に移転する場合は、社会資本整備総合交付金の活用

が可能となり、現在のプラザちゅうたい敷地内ではなく前平公園内に体育館を建設し

た方が有利な交付金の活用が可能となる。 

 

【委員会で出た主な意見】 

<委員>決定内容について公表するのか。 

→この後記者発表する。 

<委員>移転して庁舎を建てて、現状の庁舎はそのまま仕事を続けるのか。 

→庁舎は移転までこの現庁舎を使うが、プラザちゅうたいについては、一定の期間使

えない期間がある。 

<委員>前平に体育館を建てるということに関して、工程を出してもらわないと議論し

ようがない。 

<委員>ロードマップは 3月末決定としているが、何をもって決定なのか。 

→新庁舎建設特別委員会の議員と方向性がしっかりとかみ合った形で予算等も認め

てもらうことで最終的な決定になると思う。 

 

 

【まとめ】 

執行部より新庁舎の整備地はプラザ中体とし、体育館機能は前平公園と一体的に進め

ていくという方針について報告があった。本日は報告のみで、総合政策会議で使用し

た資料等がまとまり次第、改めて詳細について説明を受ける。 


